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ク
タ
ー
ル
を
占
め
る
試
験
林
に
は
天
然
林
も
残
さ
れ
て
お

り
、
６
０
０
種
以
上
の
植
物
が
自
生
し
、
ム
サ
サ
ビ
や
リ

ス
な
ど
の
野
生
動
物
も
棲
息
し
、
東
京
近
郊
と
し
て
は
自

然
度
の
高
い
状
態
が
保
た
れ
て
い
ま
す
。
約
7
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
樹
木
園
に
は
林
業
用
の
高
木
樹
種
を
中
心
に
５
０
０

種
、
6
0
0
0
本
の
樹
木
が
あ
り
ま
す
。
セ
ン
ペ
ル
セ
コ

イ
ヤ
や
ヤ
ツ
ガ
タ
ケ
ト
ウ
ヒ
な
ど
の
貴
重
な
樹
種
も
あ
り

ま
す
。
敷
地
の
奥
の
非
公
開
の
試
験
林
ま
で
ゆ
っ
く
り
行

く
と
往
復
に
は
３
時
間
か
か
り
ま
す
。（
７
頁
　
多
摩
森

林
科
学
園
管
内
図
参
照
）

「
サ
ク
ラ
保
存
林
」
は
約
8
ヘ
ク
タ
ー
ル
、
こ
こ
に
江

戸
時
代
か
ら
伝
わ
る
サ
ク
ラ
の
栽
培
品
種
、
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
た
サ
ク
ラ
の
ク
ロ
ー
ン
な
ど
、
1
9
6
7
年

か
ら
今
日
ま
で
全
国
各
地
か
ら
収
集
さ
れ
て
き
た
約
２
５

０
種
、
約
1
6
0
0
本
の
サ
ク
ラ
が
植
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

種
の
多
さ
で
は
国
内
最
大
で
す
。
樹
木
園
、
サ
ク
ラ
保
存

林
は
一
般
公
開
さ
れ
て
い
て
、
サ
ク
ラ
の
開
花
時
期
に
は

毎
年
3
万
5
千
人
く
ら
い
の
方
が
サ
ク
ラ
を
見
に
こ
こ
を

訪
れ
ま
す
。
去
年
は
震
災
の
影
響
で
ち
ょ
っ
と
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
。
今
年
は
震
災
に
見
舞
わ
れ
た
東
北
へ
の
支

援
の
気
持
ち
を
込
め
て
、
東
北
に
由
来
す
る
サ
ク
ラ
の

「
桜
巡
り
マ
ッ
プ
」
を
作
成
し
て
配
り
、
展
示
室
で
は
東

北
の
サ
ク
ラ
の
写
真
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。

サ
ク
ラ
は
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
に
属
し
ま
す
。
サ
ク
ラ
属

に
は
ウ
メ
、
モ
モ
、
ス
モ
モ
な
ど
の
亜
属
が
あ
り
、
そ
の

う
ち
の
サ
ク
ラ
亜
属
を
サ
ク
ラ
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
も
と

も
と
日
本
に
あ
る
サ
ク
ラ
の
野
生
種
は
、
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
、

オ
オ
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
な
ど
10
種
で
す
。（
図
１
「
サ
ク
ラ
の

野
生
種
と
形
態
的
特
徴
」）
西
行
の
歌
な
ど
に
現
れ
る
吉

野
の
山
の
サ
ク
ラ
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
で
す
。
こ
の
10
種
の
他

は
、
こ
れ
ら
か
ら
人
の
手
で
作
ら
れ
た
栽
培
品
種
で
す
。

Ｊ
Ｒ
高
尾
駅
の
ホ
ー
ム
か
ら
北
側
に
小
高
い
緑
の
山
が

見
え
ま
す
。
駅
か
ら
歩
い
て
10
分
の
と
こ
ろ
に
多
摩
森
林

科
学
園
が
あ
り
ま
す
。
駅
か
ら
の
道
筋
に
は
、
サ
ク
ラ
を

見
に
来
た
人
た
ち
で
し
ょ
う
か
、
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
ス
タ
イ

ル
の
男
女
が
行
き
交
っ
て
い
ま
す
。
吉
丸
園
長
に
多
摩
森

林
科
学
園
の
あ
ら
ま
し
を
教
え
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

多
摩
森
林
科
学
園
は
大
正
10
年
（
1
9
2
1
年
）
に
宮

内
省
帝
室
林
野
管
理
局
林
業
試
験
場
と
し
て
設
立
さ
れ
、

現
在
は
、
森
林
・
林
業
・
木
材
産
業
に
関
す
る
中
核
研
究

機
関
で
あ
る
独
立
行
政
法
人
森
林
総
合
研
究
所
の
支
所
の

ひ
と
つ
と
し
て
、
都
市
近
郊
林
の
多
面
的
機
能
を
発
揮
さ

せ
る
た
め
の
管
理
・
利
用
技
術
の
開
発
、
動
植
物
の
多
様

性
保
全
、
サ
ク
ラ
の
系
統
保
存
と
利
用
に
関
す
る
研
究
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

敷
地
の
全
体
は
約
56
ヘ
ク
タ
ー
ル
。
そ
の
う
ち
約
40
ヘ

「
春
の
訪
れ
」。
そ
れ
を
私
た
ち
が
一
番
に
感
じ
る

の
は
、
サ
ク
ラ
が
咲
く
と
き
で
し
ょ
う
か
。
春
が
近

づ
く
と
、
日
本
列
島
を
北
上
す
る
サ
ク
ラ
前
線
の
ニ

ュ
ー
ス
が
毎
日
の
話
題
に
な
り
ま
す
。
そ
し
て
、
花

が
開
け
ば
心
も
開
く
と
ば
か
り
、
サ
ク
ラ
の
下
に
集

い
、
花
を
愛
で
な
が
ら
交
歓
す
る
光
景
は
各
地
で
見

ら
れ
ま
す
。
花
見
は
日
本
人
に
欠
か
せ
な
い
年
中
行

事
で
す
。
私
た
ち
は
ど
う
し
て
こ
ん
な
に
桜
が
好
き

な
の
で
し
ょ
う
。

サ
ク
ラ
と
い
え
ば
誰
も
が
知
る
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

（
染
井
吉
野
）
は
、
時
が
満
ち
れ
ば
ど
の
木
も
一
斉
に

開
花
し
、
そ
の
一
様
に
咲
き
誇
る
様
が
私
た
ち
を
魅

了
し
ま
す
。
そ
れ
は
、
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
が
全
く
同
じ

組
み
合
わ
せ
の
遺
伝
子
を
持
つ
ク
ロ
ー
ン
種
だ
か
ら
、

と
い
う
こ
と
を
ご
存
じ
で
し
た
か
。
各
地
に
植
え
ら

れ
た
何
万
本
と
も
し
れ
な
い
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ
も
、
も

と
は
唯
一
つ
の
枝
花
か
ら
生
ま
れ
た
の
で
す
。
精
度

の
高
い
ク
ロ
ー
ン
識
別
技
術
が
開
発
さ
れ
た
お
か
げ

で
、
そ
れ
が
単
一
の
ク
ロ
ー
ン
種
で
あ
る
こ
と
が
確

認
さ
れ
て
い
ま
す
。

日
本
に
あ
る
サ
ク
ラ
の
野
生
種
は
10
種
。
他
は
、

人
の
手
に
な
る
栽
培
品
種
で
２
５
０
種
以
上
が
数
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
東
京
都
下
八
王
子
市
の
多
摩
森
林

科
学
園
「
サ
ク
ラ
保
存
林
」
に
は
、
非
常
に
多
く
の

品
種
が
あ
る
と
聞
き
、
同
園
に
吉
丸
博
志
園
長
を
訪

ね
ま
し
た
。

花
を
愛
で
る
文
化
が
育
ん
だ
遺
産

東
京
都
下
の
「
深
い
森
」
―
多
摩
森
林
科
学
園

「桜の雑学事典」（井筒清次著、日本実業出版社）／多摩森林科学園「見学のしおり」より作成

ヤマザクラ（山桜） 

オオヤマザクラ（大山桜） 

カスミザクラ（霞桜） 

マメザクラ（豆桜） 

タカネザクラ（高嶺桜） 

ミヤマザクラ（深山桜） 

チョウジザクラ（丁字桜） 

カンヒザクラ（寒緋桜） 

エドヒガン（江戸彼岸） 

オオシマザクラ（大島桜） 

本州宮城県以西から朝鮮半島に分布。黄緑色、赤紫色の葉と同
時に白色から淡紅色の花。葉裏に白味があるが特徴。花弁は5枚。
花径は2～4ｃｍ。 

本州ではヤマザクラより高地で育ち雪や寒さに強い。北海道、サハリン・南千島、朝鮮半島
にも分布。花は1花房に2～3個。花径は3～4.5cm。葉の出る少し前に咲く。 

日本の他に中国東北部、朝鮮半島に分布。ヤマザクラに似ているが、葉裏に白味がなく、
幹の色は灰褐色。葉と同時に咲く。 

背丈も低く最も小さな花をつけることから呼ばれる。関東、静岡県
東部などに分布。葉の出る少し前に開花。花が下を向いて咲く。 

日本の野生種の中で最も標高の高い所に咲く。北海道以北の高緯度では低地でも咲く。
6～7月が開花期で、小さなピンク色の花。 

日本、中国東北部、朝鮮半島、ロシア極東部に分布。葉が出たあとに白い小さな花が総状
に咲く。雄しべが40本と多く花から飛び出して見えるのが特徴。 

本州、九州に分布。長い筒状のがくと短い花弁からこの名で呼ば
れる。花径1.5ｃｍと小さく目立たない、葉の出る前に咲く。萼や葉
に毛が多い。 

中国南部、台湾などに自生し、寒さに弱く本州では東京以南でしか
育たない。葉の出る前に下垂して半開し、淡紅紫色から淡紅色の
花。花はふつう平開せず、垂れさがる。 

日本で自生するサクラで最も長寿。樹高は20ｍにも及ぶ。本州、四
国、九州、朝鮮半島、中国中部に分布。花の色は微紅色、花径は
1.5～3cm。萼筒基部が球状にふくらむ。花柄はほとんど伸びない。 

関東南部、伊豆、房総に原生分布。白く大きく咲き、開花と同時に
伸び出す若葉の緑が調和している。萼裂片に鋸歯がある。 

今春は、東北復興支援の願いも込めて「東北のサクラ写真展」を行いました

特
集

遺
伝
子
情
報
を
利
用
し
た

サ
ク
ラ
栽
培
品
種
の

実
態
解
明

花
を
愛
で
る
文
化
が
育
ん
だ
歴
史
遺
産

サ
ク
ラ

23

図1 サクラの野生種と形態的特徴

多
摩
森
林
科
学
園
　
吉
丸
博
志
園
長
に
聞
く
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サ
ク
ラ
の
栽
培
は
古
く
は
平
安
時
代
ま
で
遡
り
ま
す
が
、

特
に
江
戸
時
代
に
は
八
重
咲
き
の
栽
培
品
種
が
多
く
作
ら

れ
た
こ
と
が
文
献
か
ら
も
確
認
で
き
ま
す
。
栽
培
さ
れ
た

の
は
主
に
大
名
屋
敷
や
社
寺
仏
閣
の
境
内
で
な
い
か
と
推

測
さ
れ
ま
す
。
当
時
、
江
戸
の
サ
ク
ラ
名
所
と
う
た
わ
れ

た
向
島
や
飛
鳥
山
な
ど
で
は
ヤ
マ
ザ
ク
ラ
が
主
流
で
し
た
。

ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ（
染
井
吉
野
）は
江
戸
時
代
に
開
発
さ
れ
た
品

種
の
な
か
で
も
遅
い
時
期
に
あ
た
る
品
種
で
す
。
時
が
下

っ
て
明
治
と
な
り
、
大
名
屋
敷
が
姿
を
消
す
よ
う
に
な
る

と
、
敷
地
も
荒
廃
し
た
り
樹
木
も
伐
ら
れ
た
り
し
、
こ
れ

を
惜
し
ん
だ
駒
込
の
植
木
職
人
、
高
木
孫
右
衛
門
が
多
く

の
品
種
を
保
存
し
て
い
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

明
治
18
年
（
1
8
8
5
年
）
の
荒
川
堤
防
改
修
の
折
、

堤
防
に
サ
ク
ラ
を
植
え
た
い
と
い
う
住
民
の
要
望
か
ら
、

荒
川
堤
の
江
北
か
ら
西
新
井
に
か
け
て
孫
右
衛
門
が
保
存

し
て
い
た
サ
ク
ラ
78
種
3
2
2
5
本
が
植
え
ら
れ
ま
し

た
。
サ
ト
ザ
ク
ラ
は
、
こ
の
荒
川
堤
か
ら
全
国
に
広
ま
り

ま
し
た
。
日
米
親
善
の
証
と
し
て
ワ
シ
ン
ト
ン
の
ポ
ト
マ

ッ
ク
川
河
畔
に
贈
ら
れ
た
サ
ク
ラ
の
苗
木
も
荒
川
堤
の
も

の
で
、
11
〜
12
種
の
苗
木
が
約
3
千
本
贈
ら
れ
植
樹
さ
れ

ま
し
た
。
今
、
ポ
ト
マ
ッ
ク
川
河
畔
の
約
3
千
本
の
サ
ク

ラ
の
う
ち
、
約
１
０
０
本
は
荒
川
堤
か
ら
行
っ
た
苗
木
が

古
木
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
タ
イ
ム
カ
プ
セ

ル
の
よ
う
な
話
で
す
ね
。

花
の
鑑
賞
の
た
め
に
樹
木
の
栽
培
品
種
が
こ
れ
ほ
ど
ま

で
に
作
ら
れ
、
残
さ
れ
て
い
る
の
は
、
お
そ
ら
く
日
本
が

唯
一
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
日
本
人
が
愛
し
た
花
は

奈
良
・
平
安
時
代
は
も
っ
ぱ
ら
ウ
メ
で
し
た
が
、
そ
れ
が

次
第
に
サ
ク
ラ
へ
と
変
遷
し
て
き
ま
し
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
自
生
す
る
セ
イ
ヨ
ウ
ミ
ザ
ク
ラ
は
、
果
樹
の
通
称
サ
ク

ラ
ン
ボ
が
こ
の
種
に
由
来
し
ま
す
。
中
国
で
桜
桃
と
呼
ば

れ
る
シ
ナ
ミ
ザ
ク
ラ
も
同
じ
く
バ
ラ
科
サ
ク
ラ
属
で
食
用

種
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
西
洋
も
中
国
も
関
心
の
的

は
つ
ま
り
「
花
」
で
は
な
く
「
実
」
の
方
で
す
。
日
本
人

は
「
実
」
で
は
な
く
「
花
」
を
愛
で
る
た
め
に
品
種
の
栽

培
に
努
め
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。
日
本
人
の
花
好
き
が
高

じ
て
、
た
く
さ
ん
の
品
種
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
う
ち
約
２

５
０
種
が
今
に
残
さ
れ
ま
し
た
。
花
を
愛
で
る
日
本
の
文

化
が
育
ん
だ
歴
史
遺
産
で
す
。

サ
ク
ラ
の
品
種
分
類
は
こ
れ
ま
で
、
花
弁
な
ど
外
部
形

態
の
観
察
（
図
２
「
花
と
葉
の
つ
く
り
」）
か
ら
得
ら
れ

た
結
果
や
、
文
献
資
料
の
調
査
を
参
考
に
し
て
行
わ
れ
て

い
ま
し
た
。
荒
川
堤
の
サ
ク
ラ
に
関
し
て
残
さ
れ
て
い
る

文
献
の
記
載
は
極
め
て
正
確
で
す
が
、
そ
れ
以
前
の
時
代

の
文
献
に
は
混
乱
も
見
ら
れ
ま
す
。
名
称
に
は
品
種
の
由

来
が
込
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
全
て
が
そ

う
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

サ
ク
ラ
の
栽
培
品
種
は
主
に
「
接
ぎ
木
」
の
方
法
で
継

代
保
存
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。（
図
３
・
図
４
「
接
ぎ
木
」）

品
種
の
な
か
に
は
、
野
生
種
ど
う
し
が
自
然
交
配
し
た

も
の
の
他
に
、
栽
培
品
種
と
野
生
種
ど
う
し
、
栽
培
品
種

ど
う
し
が
交
配
し
た
も
の
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
そ
の
他
に

「
枝
変
わ
り
」
と
呼
ぶ
突
然
変
異
の
発
生
も
あ
り
ま
す
。

接
ぎ
木
で
何
代
も
維
持
し
て
い
く
長
い
年
月
の
間
に
は
取

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る

ク
ロ
ー
ン
識
別
技
術
の
開
発

多摩森林科学園「見学のしおり」より「さくら百科」（永田洋ほか編、丸善、2010年）より

樹木園にあるメタセコイヤ。樹高の高さに
驚きます。

「森の科学館」は木造。使われている木材料はさまざまで、
それらの樹種名を知ることもできます。

「サクラ保存林」内の散策路には名前もつ
いています。夫婦坂（左）と見返り坂（右）

園内には動植物についてのさまざま
学習スポットが用意されています。
これは園内のスギを学ぶスポット。

紅色の花弁が印象的なヨウコウ「陽光」。天城吉野と寒緋桜との交配種。

園長から園内をご案内していただきました。アウトドア風に着替
えて登場です。

この日はオオシマザクラ（大島桜）開花期の真っ最中でした。

5 4

図2 花と葉のつくり図3 接ぎ木

園内／館内の様子

「サクラ保存林」にある観覧席。訪れた人は、ここでしばしの休憩。さま
ざまな品種のサクラが見事です。

こ
の
部
分
を
接
ぎ
木
テ
ー
プ
で

固
く
ま
く

図4 接ぎ木

「森の科学館」内を案
内していただきました
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り
違
え
な
ど
が
起
こ
っ
た
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。
で
す
か

ら
、
別
な
品
種
に
同
じ
名
前
が
つ
い
て
い
た
り
、
逆
に
同

じ
品
種
に
複
数
の
名
前
が
つ
い
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、

と
疑
わ
れ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
同
じ
遺
伝
子
型

で
も
花
の
形
は
植
え
ら
れ
た
環
境
に
よ
っ
て
異
な
っ
て
き

ま
す
。
で
す
か
ら
、
サ
ク
ラ
の
花
の
外
部
形
態
の
観
察
か

ら
は
、
栽
培
品
種
の
正
確
な
系
統
図
の
よ
う
な
も
の
を
作

成
す
る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の
が
現
実
で
、
こ
れ
ま
で

正
確
な
識
別
は
困
難
な
の
が
実
情
で
し
た
。

生
物
の
遺
伝
子
情
報
で
あ
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
塩
基
配
列
は
品

種
や
系
統
、
個
体
間
で
も
そ
れ
ぞ
れ
異
な
り
ま
す
。
そ
の

Ｄ
Ｎ
Ａ
の
う
ち
他
の
部
分
と
比
較
的
簡
単
に
区
別
で
き
、

個
体
や
遺
伝
子
型
の
識
別
が
で
き
る
塩
基
配
列
を
Ｄ
Ｎ
Ａ

マ
ー
カ
ー
（
目
印
）
と
呼
ん
で
い
ま
す
。
D
N
A
マ
ー
カ

ー
に
よ
る
精
度
の
高
い
ク
ロ
ー
ン
識
別
技
術
を
用
い
て
、

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
、
国
立
遺
伝
学
研
究
所
、（
株
）

住
友
林
業
の
共
同
で
、
サ
ク
ラ
の
栽
培
品
種
を
正
確
に
整

理
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。（
図
５

「
Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
識
別
技
術
」）

こ
の
研
究
に
は
膨
大
な
栽
培
品
種
を
育
て
て
管
理
し
て

い
る
保
存
林
が
必
要
と
な
り
ま
す
が
、
幸
い
な
こ
と
に
多
摩

森
林
科
学
園
に
国
立
遺
伝
学
研
究
所
を
合
わ
せ
る
と
、
ほ

ぼ
全
て
の
サ
ク
ラ
の
栽
培
品
種
が
保
存
さ
れ
て
お
り
、
こ
の

研
究
を
進
め
る
上
で
も
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
研
究
の
結
果
、
サ
ク
ラ
の
栽
培
品
種
に
お
け
る
ク

ロ
ー
ン
性
の
パ
タ
ー
ン
に
は
、
以
下
の
三
つ
の
パ
タ
ー
ン

が
あ
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。（
図
６
「
ク
ロ
ー
ン
の

事
例
」）

〈
単
一
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
栽
培
品
種
〉

一
つ
目
は
、
個
々
の
栽
培
品
種
が
単
一
の
ク
ロ
ー
ン
か

ら
な
る
、
最
も
一
般
的
な
タ
イ
プ
で
す
。
ソ
メ
イ
ヨ
シ
ノ

（
染
井
吉
野
）、
ヤ
エ
ベ
ニ
シ
ダ
レ
（
八
重
紅
枝
垂
）、
イ

チ
ヨ
ウ
（
一
葉
）
な
ど
多
く
の
栽
培
品
種
が
こ
の
タ
イ
プ

で
、
各
栽
培
品
種
の
起
源
は
１
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
ら
の
品
種
は
そ
れ
ぞ
れ
固
有
の
遺
伝
子
型
、
形

態
的
特
徴
を
保
持
し
、
接
ぎ
木

や
挿
し
木
に
よ
る
ク
ロ
ー
ン
増

殖
だ
け
で
継
代
保
存
さ
れ
て

き
た
も
の
で
す
。

〈
複
数
の
ク
ロ
ー
ン
が
混
在
す

る
栽
培
品
種
〉

二
つ
目
は
、
一
つ
の
栽
培

品
種
の
中
に
遺
伝
子
型
の
異

な
る
複
数
の
ク
ロ
ー
ン
が
混

在
す
る
タ
イ
プ
で
す
。
代
表

例
と
し
て
は
シ
ダ
レ
ザ
ク
ラ

（
枝
垂
桜
）
で
、
枝
垂
桜
と
呼

ば
れ
る
栽
培
品
種
の
中
に
は

多
く
の
ク
ロ
ー
ン
が
含
ま
れ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
こ
れ
は
、
花
の
色
や
大

き
さ
に
違
い
が
見
ら
れ
る
場

合
で
も
、
枝
垂
れ
性
を
示
す

エ
ド
ヒ
ガ
ン
（
江
戸
彼
岸
）
の
個
体
を
す
べ
て
枝
垂
桜
と

呼
ん
で
い
る
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
こ
の
タ
イ
プ
は
、
接
ぎ

木
や
挿
し
木
に
よ
る
増
殖
だ
け
で
な
く
、
過
去
に
他
の
個

体
と
交
配
し
た
種
子
に
よ
っ
て
増
殖
し
た
も
の
が
混
じ
っ

て
い
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
の
個
体
と
交
配
す
る
と
遺

伝
子
の
組
み
換
え
が
起
こ
る
の
で
別
の
ク
ロ
ー
ン
が
混
じ

っ
て
し
ま
う
の
で
す
。

他
に
は
ナ
ラ
ノ
ヤ
エ
ザ
ク
ラ
（
奈
良
の
八
重
桜
）、
カ

ン
ザ
ク
ラ
（
寒
桜
）
な
ど
も
複
数
の
ク
ロ
ー
ン
が
含
ま
れ

て
い
ま
し
た
。

〈
従
来
は
異
な
る
品
種
と
考
え
ら
れ
て
い
た
が
一
つ
の
栽

培
品
種
だ
っ
た
〉

こ
の
タ
イ
プ
は
、
こ
れ
ま
で
異
な
る
栽
培
品
種
と
考
え

ら
れ
て
き
た
が
、
遺
伝
子
型
が
一
致
し
同
一
の
ク
ロ
ー
ン

種
だ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。
エ
ド
（
江
戸
）、
イ
ト
ク

ク
リ
（
糸
括
）、
オ
オ
テ
マ
リ
（
大
手
毬
）、
ヤ
エ
ベ
ニ
ト

ラ
ノ
オ
（
八
重
紅
虎
の
尾
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
品
種

と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は
同
一
の
ク
ロ
ー
ン
種

と
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
タ
イ
ハ
ク（
太
白
）、
ク
ル
マ
ド
メ（
車
駐
）、
コ
マ
ツ

ナ
ギ（
駒
繋
）も
同
一
ク
ロ
ー
ン
種
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

た
例
で
す
。
こ
れ
ら
は
花
の
形
態
の
観
察
か
ら
も
区
別
で

き
な
い
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

こ
の
他
に
、
外
部
形
態
は
異
な
る
が
、
同
じ
遺
伝
子
型

を
示
す
栽
培
品
種
の
事
例
も
あ
り
ま
し
た
。
緑
色
の
花
弁

で
有
名
な
ギ
ョ
イ
コ
ウ（
御
衣
黄
）と
ウ
コ
ン（
欝
金
）は
形
態

に
相
違
は
あ
る
も
の
の
遺
伝
子
型
は
同
型
で
し
た
。

Ｄ
Ｎ
Ａ
マ
ー
カ
ー
の
識
別
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
混
乱

し
て
い
た
栽
培
品
種
の
ク
ロ
ー
ン
関
係
が
正
し
く
整
理
す

る
こ
と
が
出
来
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
伝
統
的
栽
培
品

種
の
さ
ま
ざ
ま
な
実
態
が
解
明
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
サ

ク
ラ
は
開
花
期
が
短
い
の
で
そ
の
観
察
は
短
期
間
に
限
ら

れ
ま
す
が
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
植
物
の
ほ
と
ん
ど
の
部
位
か
ら
も

抽
出
で
き
る
の
で
、
花
の
な
い
季
節
や
苗
木
の
状
態
で
も

Ｄ
Ｎ
Ａ
に
よ
る
識
別
が
可
能
で
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
野
生

種
と
の
遺
伝
的
関
係
に
も
調
査
が
進
め
ば
、
品
種
の
由
来

も
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
の

先
人
が
幾
世
代
に
も
わ
た
っ
て
、
育
て
て
き
た
サ
ク
ラ
の

栽
培
品
種
の
遺
産
を
正
し
く
受
け
継
い
で
、
次
の
世
代
に

引
き
渡
す
た
め
の
礎
に
こ
の
研
究
を
役
立
て
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

「
サ
ク
ラ
保
存
林
」
に
限
ら
ず
、
多
摩
森
林
科
学
園
に

は
東
京
近
郊
に
も
か
か
わ
ら
ず
貴
重
な
自
然
が
残
さ
れ
維

持
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
野
生
動
物
や
昆
虫
、
鳥
も

こ
こ
で
生
き
て
い
ま
す
。
解
説
員
に
よ
る
散
策
ガ
イ
ド
ツ

ア
ー
も
行
っ
て
い
ま
す
。「
森
の
科
学
館
」
は
、
動
植
物

の
生
態
に
つ
い
て
の
研
究
成
果
の
展
示
や
、
森
林
に
親
し

む
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
研

究
員
ら
に
よ
る
森
林
講
座
に
も
是
非
足
を
お
運
び
下
さ

い
。
い
ま
、
夏
に
向
け
て
新
し
い
企
画
を
準
備
中
で
す
。

身
近
な
自
然
の
学
び
の
場
と
し
て
、
皆
さ
ん
に
親
し
ん
で

い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で
す
。

森
の
散
策
と
学
び
の
場 1つの栽培品種が単一のクローンであった事例

従来は別名で呼ばれていたものが同一クローンであった事例

染井吉野

枝垂桜

太白

（独）森林総合研究所プレスリリースより

季刊森林総研第16号「研究の”森”からＮｏ.213」から

貴
重
な
遺
産
を

次
世
代
に
引
き
継
ぐ
礎
に

7 6

図5 ＤＮＡマーカーによるクローン識別技術

八重紅枝垂

1つの栽培品種の中に複数のクローンが含まれていた事例

寒桜 奈良の八重桜

江戸 糸括 大手毬 八重紅虎の尾

車駐 駒繋

吉丸博志園長から多摩森林科学園のあら
ましをお聞きしました

吉丸博志園長プロフィール

森林総合研究所森林遺伝研究領域長を経
て現職。トウヒ類やモミジの地理的遺伝的分
化や、小笠原固有樹種の遺伝的多様性の
研究など森林遺伝子の権威。近年はサクラ
の栽培品種の遺伝子解析にも携わっている。

■「多摩森林科学園」 ■「森の科学館」（併設）

（独）森林総合研究所多摩森林科学園
■ URL：http: / /www.f fpr i - tmk.af f rc .go. jp/
〒193-0843 東京都八王子市廿里町1833-81

■ お問い合わせ：入園案内・桜の開花時期・季節の情報など TEL：042-661-0200
小中高の体験学習活動を支援しています（無料入園）。
詳しくはHPもしくはTEL042-661-1121まで

■開園時間：9時30分～15時30分（4月は9時開園）
■入 園 料：5～3月：大人300円／子供50円

4月：大人400円／子供150円（高校生含む）
■休 園 日：毎週月曜日（年末年始／月曜日は祝日の場合は翌日）3月～5月連休は無休
■アクセス
JR高尾駅北口から徒歩約10分／京王線高尾駅（JR高尾駅北口出口）
JR高尾駅北口1・2番乗り場から、西東京バス乗車「森林科学園」下車乗車時間3分

●アクセスマップ

●管内マップ

図6 クローンの事例

同
一
ク
ロ
ー
ン

同
一
ク
ロ
ー
ン



平成平成2323年に開催した年に開催した

イベント・木工教室イベント・木工教室
平成平成2323年に開催した年に開催した

イベント・木工教室イベント・木工教室
平成23年に開催した

イベント・木工教室

平成23年　
5月14日 東京都歩歩歩（さんぽ）クラブ
6月1日 港区役所環境課
6月5日 大佐和建築組合
6月24日 関東森林管理局東京事務所
7月8日 住友林業株式会社事業開発部研修
7月22日 林野庁「林業金融業務初任者説明会」
8月26日 林野庁関東森林管理局／三井物産株式会社
8月27日 有限会社高橋木箱製作所
9月24日 長野県上小林業士会
9月28日 東京椅子張り技能士会
10月5日 LIXIL女性社員セミナー
10月19日 JICA海外技術研修
10月21日 一級建築士事務所株式会社アライコーポレーション
11月18日 長野県芦田財産区議員
12月14日 狭山（瑞穂）ウォーキングクラブ

平成24年　
1月20日 株式会社日本政策金融公庫役職員研修
1月24日 日本合板商業組合関東支部
2月10日 林野庁主催農政クラブ駐在記者視察会
2月12日 北津軽森林組合
3月7日 台湾雲林縣知事御一行様　　　　　　　　　　　　　　　
3月10日 DIYアドバイザー横浜支部
3月11日 東京シティガイドクラブ
3月22日 社会福祉法人八千代翼友福祉会友愛みどり園　　　
3月24日 枝川町内会
3月28日 都筑親子科学クラブ

新入社員研修
4月6日 日本製紙木材株式会社
4月7日 株式会社オーシカ
4月7日 三井住商建材株式会社
4月8日 JKホールディングス株式会社
4月19日 東京都合板組合連合会主催　フレッシャーズセミナー
4月22日 株式会社トッパン・コスモ
4月27日 大塚化学株式会社
5月27日 株式会社三栄建築設計
6月23日 住友商事株式会社

小学校社会科見学－江東区内小学校3年生－
6月7日 水神小学校
6月10日 第一亀戸小学校
6月14日 東雲小学校／有明小学校
6月16日 第二辰巳小学校
6月17日 元加賀小学校
6月23日 第三大島小学校
6月24日 第四砂町小学校／第六砂町小学校
6月28日 第五砂町小学校
6月30日 辰巳小学校
7月7日 川南小学校
9月9日 亀高小学校
9月16日 南陽小学校／東陽小学校
11月10日 豊洲北小学校
11月16日 数矢小学校

江東区外小学校・中学校・高校
5月27日 千葉県立市川工業高等学校建築科3年生
6月16日 千葉県立市川工業高等学校建築科2年生
7月22日 江戸川区立第二葛西中学校ものづくり部
11月2日 小金井市立小金井第一中学校
11月17日 千葉県南房総市立千倉中学校（早川木材職業体験）
2月16日 東京都立小石川中等教育学校2学年（加藤ベニヤ職業体験）

大学・専門学校など
5月13日 東京家政学院大学現代生活学部　生活デザイン科
5月25日 東京デザイナー学院インテリアデザイン科　　
6月22日 東京テクニカルカレッジインテリア科
6月29日 女子美術大学
7月23日 佐野共同高等産業技術学校木造建築科建築設計科
8月10日 駒沢女子大学
9月2日 中央工学校建築学科
9月21日 東京都立城東職業能力開発センター足立校
1月13日 東京農業大学大学院農学研究科造林学研究室
3月17日 東京理科大学

ワークショップ
7月30日 夏休みの木工教室①　ジグソーパズルをつくろう！
8月6日 夏休みの木工教室②　合板をつくろう！
8月20日 夏休みの木工教室③　ビー玉ころりをつくろう！
12月3日 クリスマス飾りをつくろう！
12月4日 クリスマス飾りをつくろう！

第3回工場見学ツアー
7月23日 夏休み合板・ＬＶＬ工場見学ツアー＆木工体験
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2月10日（金）午後、林野庁主催 農政クラブ駐在記者視察会が行われま
した。これは、皆川林野庁長官が農政クラブ駐在記者の方々に対し、「博
物館のように木材・合板について知識を深められる施設があるのだから、
それをどんどん活用し、木材・合板やそれを取り巻く環境をもっと勉強する
べきではないか」と提案したもので、急遽視察会が決定しました。
この視察会は、内装木質化の優良事例である木材会館と、国産材針葉
樹の利用が増大している合板について学べる当博物館で行われました。
当館では、木の役割から日本林業の現状、合板の基礎知識からベニヤレー
ス実演、接着剤、合板利用等について、岡野館長が一つ一つ丁寧にご案
内しました。参加者は積極的に質疑応答され、今回で3回目のご来館とな
る皆川林野庁長官も木材・合板の現状を参加者に対し、説明される場面
もありました。

木材・合板博物館
平成23年度見学者一覧（抜粋）

（平成23年4月～平成24年3月）

8月6日（土）

12月3日（土）4日（日）

8月20日（土）

年に一度のクリスマス。手作りの飾りを作って
もっとクリスマスを楽しんじゃおう！という木
工教室です。今回はシナ合板に好きな絵を描き、
電動イトノコで形どって、色を塗ってできあが
り。思い思いの作品を、お父さんお母さんも子
供と一緒になって作っていました。

以前好評だったビー玉落としの改良版。ビー玉がころころ階段をかけお
りるおもちゃです。背板に線をひき、段板をノコギリで切って接着剤で
貼る。枠板や底板を寸法にあわせてノコギリで切り、クギでとめていく。
言葉では単純ですが、作業してみると意外と大変だったかな。親子で一
つの作品作りに汗を流しました。

毎年大人気の木工教室。スギ合板を使って、下
絵から色ぬりまで自分だけのオリジナルパズル
を作ります。ロボットの絵やトリックアート、
風景など完成に向けて、親も子も一丸となって
作品作りに没頭している姿が印象的でした。

ビー玉ころりを作ろう！

今回が初めての合板作り。3階のベニヤレースでむいた単板を使って、手作
り合板を作ります。｢合板｣は、普段製品でしか見ることはありません。そん
な｢合板｣を一つ一つの工程を経て作りあげます。初めての試みで、参加者
は少なかったけれど、今後も木工教室として継続していきたいと思います。

7月23日（土）

夏休み合板・LVL工場見学ツアー＆木工体験
今回3 回目の開催。見たことのない工場見学に参加者たちは、ワクワクドキドキ。海鮮丼など
木更津の味を堪能し、海ほたるでの休憩、そしてキーホルダーの木工体験。参加者たちみんな
会話も弾み、作品の出来栄えを自慢しあったり、地震体験をして、満足げに帰られました。

▲ ▲ ▲ ▲ ▲

合板（ごうはん）を作ろう！

▲

ジグソーパズルを作ろう！
7月30日（土）

下絵を考える 手作りカーボン紙 合板に下絵を写す 糸のこで切る やすりがけ 色ぬり

クリスマス飾りを作ろう！

合板の説明を受ける

材料に導き線を引く

参加者のみなさん

色ぬり飾りを考える

材料をノコギリで切る 段板を接着剤で止める

背板を段板を固定する 枠板を固定する 土台板を固定する

▲ ▲

▲ ▲

▲

ベニヤレースの実験合板製造について

単板（ベニヤ）を選ぶ 接着剤についてホットプレスで単板乾燥

接着剤を塗る クランプで圧力をかける単板を合わせる

ホットプレスで接着剤を硬化させる 糸のこで四方をカットするサンダーで表面を仕上げる

やすりで四方を仕上げる

▲ ▲

▲ ▲

▲ ▲

電動糸のこで飾りにあわせて切る 色ぬり 飾りつけ

▲ ▲▲

接着工程 昼食LVL工場

キーホルダーの木工体験 糸のこ体験 色ぬり ボールチェーンをつける

完成写真（材料提供：朝日ウッドテック（株））

3月14日（水）これまでの無機質な雰
囲気のシアターから木材の持つぬくも
りや香りを感じられるシアターに生ま
れ変わりました。ぜひ生まれ変わった
シアターを体感してください。

林野庁主催農政クラブ駐在記者視察会
4階シアタールームがリニューアル！

みんな作品を手に
うれしそう！

この手作り飾りで、
もっとクリスマスが

楽しみに
なりましたね！

みんな作品を手に、
口々に楽しかった！

と言って
帰られました。

みんなの作品が
完成して、

さらに改良したり、
兄弟・姉妹で競争したり、
とても楽しそうでした。

合板が完成！

素敵な作品が
完成しました！

▲



年
近
く
前
か
ら
で
し
ょ
う
か
。「
市
売
り
」
は

ま
だ
北
米
材
に
手
を
つ
け
て
い
な
か
っ
た
頃
で

す
。
北
米
材
と
い
っ
て
も
最
初
は
丸
太
か
ら
製

材
す
る
内
地
挽
で
し
た
が
、
そ
の
う
ち
現
地
で

挽
い
た
材
が
入
る
よ
う
に
な
っ
て
精
度
は
劣
る

が
単
価
は
安
い
と
い
う
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
三

五
角
に
は
少
し
小
さ
い
4
イ
ン
チ
角
が
入
る
よ

う
に
な
っ
て
構
造
材
か
ら
土
木
材
な
ど
に
大
き

な
需
要
が
あ
り
ま
し
た
。

ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
と
巡
り
合
え
た

の
は
そ
の
後
の
こ
と
で
し
た
。

当
時
毎
年
夏
に
、
カ
ナ
ダ
の
林
産
企
業
マ
ク

ミ
ラ
ン
ブ
ロ
ー
デ
ル
社
（
現
在
名
ウ
ェ
ス
タ
ン

フ
ォ
レ
ス
ト
プ
ロ
ダ
ク
ツ
社
）
が
、
カ
ナ
ダ
の

自
社
工
場
で
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
し
て
い
て
、
私

も
買
い
付
け
に
行
っ
て
い
ま
し
た
。
同
社
の
担
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―
創
業
95
年
と
お
聞
き
し
ま
し
た
。

今
で
三
代
目
に
な
り
ま
す
。
社
長
は
私
の
兄

で
専
ら
財
務
を
、
私
は
主
に
営
業
を
担
当
し
て

い
ま
す
。

初
代
は
私
の
祖
父
、
渡
辺
広
が
、
高
橋
弁
二

郎
さ
ん
が
営
む
高
弁
商
店
で
働
き
、
暖
簾
分
け

の
形
で
大
正
3
年
に
高
弁
支
店
と
し
て
独
立
し

た
の
が
最
初
で
す
。
戦
中
は
一
時
統
制
会
社
に

移
行
し
ま
し
た
が
、
疎
開
先
で
渡
辺
製
材
所
を

立
ち
上
げ
、
昭
和
23
年
に
上
京
し
て
渡
辺
製
材

所
東
京
出
張
所
と
し
て
墨
田
区
本
所
立
川
で
営

業
を
再
開
し
ま
し
た
。
高
橋
弁
二
郎
さ
ん
の

「
高
」
と
、
創
業
者
渡
辺
広
の
「
広
」
を
と
っ

て
、
社
名
を
「
高
広
木
材
株
式
会
社
」
と
し
て

昭
和
26
年
に
設
立
し
ま
し
た
。

私
は
昭
和
23
年
生
ま
れ
。
疎
開
先
で
生
ま
れ

て
、
そ
の
年
に
父
が
上
京
し
ま
し
た
。
で
す
か

ら
、
本
所
立
川
が
私
の
ふ
る
さ
と
で
す
。
今
の

下
水
処
理
場
近
く
に
家
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ

（
右
下
の
写
真
）は
本
所
立
川
を
描
い
た
、
北
斎

の
富
嶽
三
十
六
景「
本
所
立
川
」で
す
が
、
終
戦

後
、
木
場
の
置
き
場
で
遊
ん
で
い
た
頃
は
、
こ

れ
に
似
た
よ
う
な
風
景
が
ま
だ
残
っ
て
い
た
よ

う
な
気
が
し
ま
す
。
信
州
塩
尻
の
透
か
し
彫
り

職
人
さ
ん
が
、
幅
広
の
柾
目
を
求
め
て
う
ち
に

来
ら
れ
た
の
が
縁
で
、
こ
の
絵
を
透
か
し
彫
り

に
し
て
も
ら
い
ま
し
た
。
今
思
う
と
、
そ
の
頃

身
の
周
り
は
木
で
あ
ふ
れ
て
い
ま
し
た
。
ゴ
ミ

箱
す
ら
木
製
だ
っ
た
し
、
倉
庫
の
上
の
物
干
し

台
の
す
の
こ
に
座
っ
て
、
母
が
や
か
ん
に
氷
と

ジ
ュ
ー
ス
を
入
れ
て
く
れ
て
、
隅
田
川
の
花
火

を
見
た
こ
と
な
ど
を
思
い
出
し
ま
す
。
し
か
し
、

都
市
の
不
燃
化
政
策
で
屋
外
に
木
材
を
使
う
こ

と
が
制
限
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
あ
る
時
期
か

ら
屋
外
に
使
う
木
材
は
売
れ
な
く
な
り
ま
す
。

う
ち
は
俗
に
言
う
羽
柄
屋
で
、
紀
州
材
の
扱

い
が
多
い
問
屋
で
し
た
。
三
五
角
や
四
寸
角
の

柱
材
、
三
分
板
や
荒
床
に
使
う
四
分
板
な
ど
の

板
材
や
構
造
材
を
扱
う
店
で
し
た
。
戦
後
は
、

南
は
九
州
か
ら
北
は
福
島
あ
た
り
ま
で
ス
ギ
、

ヒ
ノ
キ
、
地
マ
ツ
な
ど
を
集
荷
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
頃
は
共
同
取
引
が
始
ま
っ
て
高
知
や
宮
崎

が
多
か
っ
た
よ
う
に
思
い
ま
す
。
私
も
高
校
生

時
代
か
ら
材
木
を
か
つ
い
で
店
の
手
伝
い
を
し

て
い
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
、
委
託
材
を
市
場
で

預
か
っ
て
買
い
手
が
値
を
付
け
る
「
市
売
り
」

が
台
頭
し
て
き
て
、
従
来
の
羽
柄
屋
は
経
営
が

難
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。
羽
柄
屋
は
材
木
を

買
い
取
っ
て
売
る
商
売
で
す
か
ら
、「
市
売
り
」

の
究
極
の
価
格
競
争
に
は
対
応
し
き
れ
ま
せ

ん
。
し
だ
い
に
輸
入
ラ
ワ
ン
材
や
合
板
関
連
な

ど
取
扱
品
目
の
幅
を
広
げ
て
売
上
を
確
保
す
る

傾
向
に
な
っ
た
の
で
す
が
、「
業
績
は
相
場
次

第
」
と
い
う
不
安
定
さ
は
免
れ
な
い
。「
努
力

に
応
じ
た
利
益
が
得
ら
れ
る
商
売
に
し
た
い
」

と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

カ
ナ
ダ
材
に
転
換
し
始
め
た
の
は
、
も
う
40

当
社
員
が
樹
種
ご
と
に
仕
切
り
人
と
な
っ
て
鐘

を
振
る
。
人
気
商
品
の
ベ
イ
マ
ツ
、
ベ
イ
ヒ
バ

な
ど
は
鐘
が
鳴
る
た
び
、
そ
ち
ら
に
は
ど
ー
っ

と
人
が
流
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
ベ
イ
ス
ギ
（
ウ

ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
）
製
品
の
前
に
く
る

と
、
鐘
を
振
っ
て
も
人
が
集
ま
ら
な
い
。
何
だ

か
担
当
者
が
か
わ
い
そ
う
な
気
が
し
て
、「
じ

ゃ
ぁ
、
そ
れ
、
僕
が
買
う
よ
」
と
40
立
米
ぐ
ら

い
、
今
で
い
う
と
コ
ン
テ
ナ
1
台
分
ぐ
ら
い
か

な
、
買
い
付
け
た
の
が
在
庫
を
持
っ
た
最
初
で

し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
が
少
し
も
売
れ
な
い

（
笑
）。
5
年
間
、
そ
の
状
態
が
続
き
ま
し
た
。

既
存
の
商
品
を
市
場
の
ル
ー
ト
に
流
し
て
、

価
格
や
品
質
が
そ
れ
な
り
な
ら
ば
売
れ
る
と
い

う
従
来
手
法
で
は
駄
目
で
、
こ
れ
に
つ
い
て
は

こ
ち
ら
か
ら
需
要
を
作
ら
な
い
限
り
売
れ
な
い

と
い
う
こ
と
が
次
第
に
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

渡
米
す
る
人
も
増
え
始
め
た
頃
で
す
。
オ
レ
ゴ

ン
州
や
ワ
シ
ン
ト
ン
州
、
カ
ナ
ダ
の
Ｂ
Ｃ
（
ブ

ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
と

の
出
会
い

高広木材株式会社

迎
え
て
下
さ
っ
た
の
は
、
高
広
木
材
株
式

会
社
の
渡
辺
幹
夫
専
務
取
締
役
。
精
悍
な
印

象
に
よ
く
通
る
声
、
気
さ
く
な
感
じ
の
方
で

す
。
二
階
の
応
接
室
に
通
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
木
製
サ
ッ
シ
の
大
き
な
ガ
ラ
ス
窓
か

ら
、
木
の
葉
越
し
に
新
木
場
駅
前
の
ロ
ー
タ

リ
ー
が
一
望
で
き
ま
す
。

ま
ず
は
、「
高
広
木
材
」
の
成
り
立
ち
か

ら
伺
い
ま
し
た
。

日
米
の
「
木
の
文
化
」
の
違
い
か
ら
学
ぶ

自
ら
顧
客
体
験
者
と
な
っ
て
伝
え
る

ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
の
魅
力

「木のまち　新木場」とその周辺エリ

アで気になる会社、企業、人物、スポ

ットを紹介する新木場漫歩のコーナ

ー。今回は「高広木材株式会社」をお

訪ねしました。

新木場駅を降りてロータリー左側に、

おしゃれな木造社屋があります。時を

経て渋みを加えた茶色の外壁が、ウッ

ディな装いです。白い柵をめぐらした

前庭を、ウッドデッキの小道が通り、

花壇には五月の花。社屋というより、

どこか避暑地の別荘のような趣。木立

をとおして「高広木材」と彫り込まれ

た看板が見えます。どこか懐かしい

「木」に囲まれた空間です。

高広木材は日本に数少ない、カナダ産

ウェスタンレッドシダーの専門取扱店

として知られています。ウェスタンレ

ッドシダーとはどんな木材か。その魅

力を探ってみようと思います。

老
舗
の
羽
柄
問
屋
か
ら
の
転
機

社屋外壁に掲げられた木彫りの社名看板

木製看板。どこも「木づくし」の高広木材です。

気さくで、若 し々い風貌の渡辺幹夫専務

葛飾北斎「富嶽三十六景」の一つ「本所
立川」の木目透かし彫り。渡辺専務が子
ども時代をすごした家はこの近く。当時
はこんな風景の名残があったという。

創業当時の社員

新木場に移転してきた頃の社員。後列右から二人目が渡
辺昭社長。前列右から三人目が渡辺幹夫専務。（昭和50年）

■樹種：ヒノキ科ネズコ属　■原産地：カナダ（ブリティッシュコロンビア州）（一部アラスカ南東部を含む）
日本のネズコ（クロベ）と同類で、ヒノキの仲間です。ヒノキ科特有の芳香をもち、肌ざわりが柔らかく温かみのある木です。日本では、木目が日本の杉に
似ているため、「カナダスギ」または「ベイスギ」という商業的通称で親しまれてきました。しかし私たちは「スギ科」の植物ではないことから「ウェスタ
ンレッドシダー」または「レッドシダー」という名前を広めていきたいと考えています。［高広木材株式会社ＨＰより］

マクミランブローデル社のカナダ工場のオークションで。ウェス
タンレッドシダーの最初の在庫を競り落とした。

ウェスタンレッドシダーとは？



こ
の
事
務
所
は
、
ウ
エ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ

ー
の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
も
あ
り
ま
す
が
、
実
験

場
で
も
あ
り
ま
す
。

経
年
変
化
に
よ
る
耐
久
性
を
探
る
暴
露
実
験

を
し
て
い
ま
す
が
、
ヒ
ノ
キ
科
特
有
の
抗
菌
性

の
高
い
成
分
が
耐
久
性
を
高
め
て
い
る
と
思
い

ま
す
。
ま
た
、
さ
き
ほ
ど
の
雨
切
れ
と
も
関
係

し
ま
す
が
、
ス
ギ
、
ヒ
ノ
キ
、
ベ
イ
マ
ツ
、
ベ

イ
ツ
ガ
、
ウ
エ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
…
な
ど

樹
種
の
異
な
る
木
片
を
水
に
つ
け
て
沈
み
具
合

の
変
化
も
み
て
い
ま
す
。
個
体
差
も
あ
り
ま
す

が
、
ウ
エ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
は
沈
み
に
く

い
の
で
水
に
濡
れ
に
く
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ウ
エ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
の
も
う

一
つ
の
長
所
は
軽
量
で
あ
る
こ
と
で
、
建
物
の

軽
量
化
は
そ
れ
だ
け
で
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
に
つ
な

が
り
ま
す
。

う
ち
は
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
の
専
門

店
と
し
て
、
そ
の
長
所
も
短
所
も
知
り
尽
く
し

た
立
場
か
ら
適
材
適
所
の
使
い
方
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。
天
井
を
見
て
い
た
だ
け
ま
す
か
。
乱

尺
で
張
っ
て
い
ま
す
。
北
米
で
は
丸
太
を
生
か

し
た
形
で
玉
切
り
を
し
ま
す
。
ま
た
、
北
米
で

は
高
樹
齢
の
木
が
多
く
、
節
が
死
ん
で
い
る
ケ

ー
ス
が
多
い
の
で
す
が
、
彼
ら
は
節
を
切
り
回

し
て
乱
尺
製
品
で
使
う
こ
と
で
資
源
の
無
駄
使

い
を
防
い
で
い
ま
す
。
3
、
4
メ
ー
ト
ル
の
長

さ
で
製
材
し
て
選
別
し
て
張
る
と
い
う
日
本
の

天
井
材
の
扱
い
と
は
、
発
想
が
違
い
ま
す
。
日

本
で
は
見
た
目
の
審
美
性
を
重
視
し
ま
す
が
、

乱
尺
仕
様
の
天
井
は
本
物
の
材
を
使
っ
て
い
る

と
い
う
こ
と
の
証
で
も
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
効
果
も
あ
り
ま
す
。
日
米
の

「
木
の
文
化
」
の
違
い
で
も
あ
り
ま
す
が
、
こ

う
し
た
発
想
は
日
本
が
学
ん
で
も
い
い
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
う
の
で
す
。

国
産
材
の
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
屋
外
に

も
っ
と
木
を
使
う
技
術
と
文
化
を
育
む
チ
ャ
ン

ス
で
す
。
そ
の
点
で
は
北
米
の
「
木
の
文
化
と

技
術
」
は
、
日
本
に
対
し
て
一
日
の
長
が
あ
る

と
い
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。
戦
後
の
日
本
は
木

材
の
屋
外
使
用
を
制
限
し
た
時
期
が
長
く
続

き
、
一
般
的
な
施
工
技
術
だ
け
で
な
く
、
例
え

ば
塗
装
材
の
開
発
な
ど
も
遅
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
を
ア
ジ
ャ
ス
ト
す
る
に
は
時
間
が
か
か
る
と

思
い
ま
す
が
、
日
米
の
「
木
の
文
化
」
の
違
い

に
学
び
、
こ
れ
を
わ
が
も
の
と
し
て
い
く
こ
と

も
、
こ
れ
か
ら
の
私
た
ち
の
課
題
で
は
な
い
か

と
思
う
の
で
す
。
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リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
コ
ロ
ン
ビ
ア
）
州
な
ど
行
っ
て
、

木
造
建
築
を
見
て
あ
ん
な
別
荘
が
欲
し
い
と
、

あ
ち
こ
ち
建
築
家
や
大
使
館
経
由
で
問
い
合
わ

せ
る
人
が
出
て
き
て
、「
そ
の
材
料
な
ら
こ
の

間
タ
カ
ヒ
ロ
が
買
っ
て
い
っ
た
よ
」
と
い
う
よ

う
な
紹
介
で
コ
ン
タ
ク
ト
が
少
し
ず
つ
あ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
設
計
事
務
所
や
施
主
さ
ん

に
サ
ン
プ
ル
を
送
っ
た
り
、
直
接
説
明
に
伺
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。
で
も
、
そ
の
頃
は
僕
も
経

験
が
少
な
く
て
充
分
に
は
説
明
し
き
れ
な
か
っ

た
。
持
ち
前
の
好
奇
心
か
ら
北
米
の
現
場
で
聞

き
か
じ
っ
た
こ
と
を
説
明
す
る
ぐ
ら
い
で
し

た
。
仕
入
先
の
マ
ク
ミ
ラ
ン
ブ
ロ
ー
デ
ル
社
も

日
本
に
需
要
を
開
拓
し
た
い
と
思
っ
て
い
た
と

き
で
、
二
人
三
脚
で
何
と
か
し
て
ウ
ェ
ス
タ
ン

レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
の
良
さ
を
伝
え
た
い
と
情
報
発

信
に
努
め
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
、
聞
き
か
じ
っ
た
程
度
の
商
品
知

識
で
は
な
く
、
自
分
で
体
験
し
な
い
こ
と
に
は

新
し
い
道
を
開
拓
で
き
な
い
と
思
う
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
そ
れ
で
、
ま
ず
自
宅
を
ウ
ェ
ス
タ

ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
で
建
て
て
み
よ
う
。
二
つ
目

は
会
社
の
事
務
所
を
丸
ご
と
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
に

作
り
変
え
る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
弊
社
も
苦

し
い
時
期
で
、
か
な
り
思
い
切
っ
た
投
資
で
し

た
が
、
兄
と
も
相
談
し
て
決
意
し
ま
し
た
。
14

年
前
で
す
。
築
19
年
の
我
が
家
の
ロ
ー
ン
は
ま

だ
残
っ
て
ま
す
け
ど
（
笑
）。「
材
木
屋
が
事
務

所
な
ん
か
に
金
を
か
け
た
ら
、
つ
ぶ
れ
る
よ
。

高
広
も
あ
ぶ
な
い
」
と
言
わ
れ
た
り
も
し
ま
し

た
。
高
広
木
材
の
転
機
で
し
た
。

徐
々
に
商
売
の
仕
方
も
変
わ
り
ま
し
た
。
タ

ー
ゲ
ッ
ト
は
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
を
使

い
た
い
と
い
う
方
で
、
直
接
は
目
に
見
え
ま
せ

ん
。
材
木
屋
さ
ん
や
商
社
の
方
か
ら
「
い
い
ね
」

と
言
っ
て
い
た
だ
い
て
も
ビ
ジ
ネ
ス
に
は
な
り

ま
せ
ん
。
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー
を
使
い

た
い
と
い
う
ニ
ー
ズ
に
い
ろ
い
ろ
な
形
で
ア
プ

ロ
ー
チ
し
、
施
主
さ
ん
は
も
ち
ろ
ん
建
築
家
も

巻
き
込
ん
で
図
面
段
階
か
ら
織
り
込
ん
で
い
く

こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

社
屋
を
見
て
い
た
だ
く
の
が
一
番
な
ん
で
す
。

外
壁
の
経
年
変
化
な
ど
一
目
瞭
然
で
す
か
ら
。

例
え
ば
、
外
壁
の
最
も
傷
み
や
す
い
の
は
西
側

で
す
。
傷
み
の
多
い
順
番
で
言
え
ば
西
、
南
、

東
、
そ
し
て
北
側
。
経
験
か
ら
、
木
を
屋
外
に

使
う
コ
ツ
を
覚
え
ま
し
た
。
こ
れ
が
ひ
じ
ょ
う

に
役
に
立
っ
て
い
ま
す
。

海
外
で
育
っ
た
製
品
を
日
本
に
普
及
さ
せ
る

に
は
、「
木
の
文
化
」
の
違
い
を
熟
知
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
海
外
で
外
壁
に
使
う
面
は
ざ

ら
ざ
ら
の
製
材
面
で
す
。
こ
れ
は
む
こ
う
で
は

説
明
の
必
要
が
な
い
ほ
ど
の
常
識
で
す
が
、
現

場
の
棟
梁
は
納
得
が
い
か
な
い
。「
こ
ん
な
削

り
も
し
な
い
表
面
を
使
っ
た
ん
で
は
プ
ラ
イ
ド

が
許
さ
な
い
」
と
い
う
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
。

理
由
が
あ
る
ん
で
す
。
ざ
ら
ざ
ら
の
製
材
面
に

オ
イ
ル
ス
テ
ン
で
塗
装
を
す
る
と
、
た
っ
ぷ
り

と
吸
い
込
ん
で
く
れ
る
お
か
げ
で
、
そ
の
後
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
期
間
が
格
段
に
違
っ
て
き
ま

す
。
こ
れ
も
北
米
で
は
語
る
ま
で
も
な
い
鉄
則

で
す
。

こ
れ
も
釈
迦
に
説
法
な
話
で
す
が
、
棟
梁
に

「
屋
外
の
木
工
事
で
、
留
め
接
ぎ
を
そ
ん
な
に

き
っ
ち
り
し
な
い
で
、
少
し
す
か
し
た
ぐ
ら
い

に
」
と
言
っ
て
も
「
そ
ん
な
こ
と
が
出
来
る
か

い
！
」
と
な
る
。
と
に
か
く
雨
切
れ
を
よ
く
す

る
の
が
一
番
で
、
そ
う
し
な
い
と
腐
朽
菌
が
繁

殖
し
て
繊
維
が
傷
ん
で
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
し
た
こ
と
も
、
自
ら
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド

シ
ダ
ー
を
使
う
顧
客
に
な
り
、
工
務
店
さ
ん
の

顧
客
に
も
な
る
体
験
を
経
る
こ
と
で
得
ら
れ
た

知
識
と
い
う
以
上
に
、
身
に
つ
い
た
経
験
則
で

す
。
今
は
安
心
し
て
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー

を
外
壁
に
使
う
こ
と
を
お
奨
め
で
き
ま
す
。

《
後
記
》

高
広
木
材
さ
ん
に
取
材
申
し
込
み
を
し

た
ら
、
渡
辺
幹
夫
専
務
か
ら
「
ま
あ
一
度
、

会
社
を
見
に
来
ま
せ
ん
か
」
と
気
さ
く
に

お
誘
い
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
高
広
木
材
さ

ん
は
駅
か
ら
木
材
・
合
板
博
物
館
ま
で
の

通
勤
路
で
、
最
初
に
目
に
つ
く
場
所
に
あ

り
ま
す
。
そ
れ
ま
で
、
贅
沢
で
お
し
ゃ
れ

な
社
屋
だ
な
と
思
い
な
が
ら
見
て
い
た
木

造
社
屋
で
し
た
が
、
そ
こ
は
事
務
所
で
あ

り
な
が
ら
、
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー

の
シ
ョ
ー
ル
ー
ム
で
あ
り
、
加
工
場
で
あ

り
、
ま
た
実
験
場
で
も
あ
る
こ
と
を
、
社

内
を
回
り
な
が
ら
親
切
に
教
え
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
で
も
や
は
り
素
敵
な
社
屋
に

は
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

渡
辺
専
務
は
、「
私
た
ち
の
身
の
周
り
に

は
も
っ
と
木
が
あ
っ
て
い
い
」
と
お
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
玄
関
前
の
花
に
囲
ま
れ
た
ウ

ッ
ド
デ
ッ
キ
の
手
す
り
に
は
、
鳩
が
一
羽

止
ま
っ
て
五
月
の
陽
を
楽
し
ん
で
い
ま
し

た
。（
博
物
館
ス
タ
ッ
フ
　
長
谷
川
麻
紀
）

日
米
の「
木
の
文
化
」の
違
い
に
学
ぶ

■高広木材株式会社

〒136-0082 東京都江東区新木場1-6-3
TEL 03-3521-6121 FAX 03-3521-0063
URL http://www.takahiro-mokuzai.co.jp
E-mail in@takahiro-mokuzai.co.jp

社屋全景。右が倉庫。

社地全体が実験場の高広木材。渡辺専務が自ら
水を掛けて塗装効果を見せて下さいました。

外壁材の他、塗装のサンプルも多様な品揃えのサンプル展示室

乱尺材で仕上げられた天井

いつも笑顔を絶やさない営業部主任の佐々木光さん。

自
ら
顧
客
と
な
り
、
体
験
し
た
立
場

で
奨
め
る
ウ
ェ
ス
タ
ン
レ
ッ
ド
シ
ダ
ー

事務所内もウッディな雰囲気です。
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作
品
テ
ー
マ

①
一
般
の
部

「
木
」
や
「
合
板
」
を
、
以
下
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
い
ず

れ
か
で
と
ら
え
て
、
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

「
い
や
し
」「
人
生
」「
冒
険
」

②
建
材
の
部

学
校
や
市
民
ホ
ー
ル
と
い
っ
た
公
共
建
築
物
や
住
宅
な

ど
の
建
物
、
橋
や
門
な
ど
の
建
築
物
に
使
わ
れ
て
い
る

「
木
」
や
「
合
板
」
を
と
ら
え
て
、
表
現
し
て
く
だ
さ

い
。

③
フ
ォ
ト
5
･
7
･
5
の
部

「
木
」
や
「
合
板
」
を
テ
ー
マ
に
撮
影
し
た
写
真
に
、

川
柳
を
つ
け
て
セ
ッ
ト
で
応
募
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

あ
な
た
が
写
真
に
収
め
た
世
界
を
、
5
・
7
・
5
の
言

葉
で
表
現
し
て
く
だ
さ
い
。

※
博
物
館
に
は
、「
木
」や「
合
板
」の
ヒ
ン
ト
が
た
く
さ

ん
あ
る
の
で
、
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

※
合
板
と
は
、
丸
太
を
大
根
の
か
つ
ら
む
き
の
よ
う
に

薄
く
む
い
た
単
板（
ベ
ニ
ヤ
）を
乾
燥
さ
せ
、
接
着
剤
で

貼
り
合
わ
せ
て
作
り
ま
す
。
そ
の
時
、
単
板
の
繊
維
の

方
向（
木
目
）を
縦
と
横
交
互
に
、
奇
数
枚
重
ね
ま
す
。

応
募
方
法

応
募
用
紙
（
下
記
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
サ
イ
ト
）
に
必
要

事
項
を
ご
記
入
の
う
え
、
応
募
作
品
1
作
品
に
1
枚

（
組
写
真
の
場
合
は
1
組
に
1
枚
）
添
付
し
、「
郵
送
」

「
博
物
館
内
の
応
募
箱
」「
Ｅ
メ
ー
ル
」
の
い
ず
れ
か
に

て
、
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

賞
①
一
般
の
部

最
優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
３
万
円
の
商
品
券
）

優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
１
万
円
の
商
品
券
）

佳
作

５
点
賞
状
・
副
賞
（
２
千
円
の
商
品
券
）

②
建
材
の
部

最
優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
３
万
円
の
商
品
券
）

優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
１
万
円
の
商
品
券
）

佳
作

５
点
賞
状
・
副
賞
（
２
千
円
の
商
品
券
）

③
フ
ォ
ト
5
･
7
･
5
の
部

最
優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
３
万
円
の
商
品
券
）

優
秀
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
１
万
円
の
商
品
券
）

佳
作

５
点
賞
状
・
副
賞
（
２
千
円
の
商
品
券
）

◎
特
別
賞
　

※
部
門
の
区
別
な
く
、
す
べ
て
の
応
募
作
品
か
ら
選
出

さ
れ
ま
す
。

理
事
長
特
別
合
板
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
５
千
円
の
商
品
券
）

館
長
特
別
賞

１
点
賞
状
・
副
賞
（
５
千
円
の
商
品
券
）

特
別
審
査
員
賞１

点
賞
状
・
副
賞
（
５
千
円
の
商
品
券
）

応
募
資
格

年
齢
・
職
業
・
国
籍
は
問
い
ま
せ
ん
。
ふ
る
っ
て
ご
応

募
く
だ
さ
い
。

作
品
募
集
期
間

2
0
1
2
年
8
月
1
日
（
水
）
〜
9
月
30
日
（
日
）

ま
で
　
﹇
締
切
日
の
消
印
有
効
﹈
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こ
の
度
博
物
館
で
は
、
林
業
や
木
材
産
業
に
携

わ
っ
て
お
ら
れ
る
企
業
の
人
材
育
成
を
側
面
か
ら

支
援
す
る
こ
と
で
将
来
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
役
立
て
て

頂
く
こ
と
を
目
的
と
し
、
企
業
様
を
対
象
に

「
第
1
回
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
講
習
会
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

講
習
会
で
は
、
主
に
今
年
度
新
た
に
採
用
さ
れ

た
新
人
の
方
々
を
対
象
に
、
森
林
・
林
業
・
木
材

産
業
に
関
す
る
川
上
か
ら
川
下
に
至
る
基
礎
知
識

を
身
に
つ
け
て
頂
く
た
め
、
講
義
及
び
現
場
・
実

習
を
5
日
間
の
日
程
で
行
い
ま
す
。

ま
た
本
講
習
会
で
は
講
師
を
交
え
た
交
流
会
を

用
意
す
る
と
共
に
、
最
終
日
に
は
資
格
試
験
を
行

い
、
合
格
者
に
は
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
の

認
定
証
を
授
与
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

※
事
情
に
よ
り
一
部
多
少
の
変
更
を
行
う
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

講
座
①
　
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
た
森
林
・
林

業
・
木
材
利
用
の
役
割

﹇
松
本
光
朗
﹈

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
　
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

▼
地
球
温
暖
化
防
止
に
向
け
、
森
林
・
林
業
・
木

材
利
用
が
果
た
す
機
能
と
役
割
に
つ
い
て
易
し
く

解
説
し
ま
す
。
京
都
議
定
書
に
お
け
る
森
林
に
よ

る
C
O
2
吸
収
や
C
D
M
（
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ

ニ
ズ
ム
）、
排
出
権
取
引
に
加
え
、
次
期
枠
組
み

で
取
り
上
げ
ら
れ
る
伐
採
木
材
や
、
発
展
途
上
国

に
お
け
る
森
林
保
全
に
よ
る
排
出
削
減
策
（
R
E

D
D
＋
）
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す

講
座
②
　
樹
木
と
木
材
の
性
質

﹇
岡
野
　
健
﹈

木
材
・
合
板
博
物
館
館
長
・
東
京
大
学
名
誉
教
授

▼
樹
木
と
木
材
の
組
織
構
造
や
性
質
に
つ
い
て
易

し
く
解
説
し
ま
す
。針
葉
樹
と
広
葉
樹
と
の
違
い
、

辺
材
と
心
材
、
木
材
の
乾
燥
に
よ
る
収
縮
率
と
割

れ
、
木
材
の
方
向
に
よ
る
性
質
の
違
い
、
密
度

（
比
重
）
と
強
度
的
性
質
と
の
関
係
、
木
材
の
耐

久
性
と
保
存
処
理
、
木
材
腐
朽
、
シ
ロ
ア
リ
や
難

燃
処
理
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

講
座
③
　
木
材
需
給
と
貿
易
に
関
す
る
基
礎
知
識

﹇
立
花
　
敏
﹈

（
独
）
筑
波
大
学
生
命
環
境
系
　
准
教
授

▼
世
界
と
日
本
に
お
け
る
森
林
資
源
量
と
木
材
消

費
量
、
今
後
の
需
給
見
通
し
、
林
業
コ
ス
ト
の
国

際
比
較
、
日
本
の
コ
ス
ト
低
減
に
係
る
課
題
、
及

び
木
材
貿
易
な
ど
に
つ
い
て
易
し
く
解
説
し
ま

す
。
特
に
、
人
工
林
資
源
の
造
成
や
利
用
に
関
し

て
、
海
外
の
代
表
的
な
事
例
を
紹
介
し
な
が
ら
、

木
材
需
給
や
木
材
貿
易
の
観
点
か
ら
持
続
可
能
な

森
林
管
理
や
木
材
利
用
に
向
け
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
も
解
説
し
ま
す
。

講
座
④
　
木
質
建
材
の
基
礎
知
識

﹇
林
　
知
行
﹈

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
　
研
究
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

▼
木
質
建
材
の
基
礎
知
識
に
つ
い
て
易
し
く
解
説

し
ま
す
。
製
材
品
、
合
板
、
集
成
材
、
パ
ー
テ
ィ

ク
ル
ボ
ー
ド
、
繊
維
板
、
L
V
L
、
難
燃
木
材
、

こ
れ
か
ら
の
新
材
料
（
C
L
T：

ク
ロ
ス
ラ
ミ
ナ

テ
ィ
ン
バ
ー
）、
J
A
S
規
格
と
J
I
S
規
格
、
接

着
剤
と
V
O
C
（
揮
発
性
有
機
化
合
物
）
な
ど
に

つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

講
座
⑤
　
こ
れ
か
ら
の
木
造
建
築

﹇
青
木
謙
治
﹈

（
独
）
森
林
総
合
研
究
所
　
主
任
研
究
員

▼
今
後
、
建
て
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
中
高
層
あ
る
い

は
大
規
模
木
造
建
築
物
に
つ
い
て
、
公
共
建
築
物

等
木
材
利
用
促
進
法
と
と
も
に
易
し
く
解
説
し
ま

す
。
現
在
の
木
造
建
築
物
の
構
法
別
特
徴
と
技
術

開
発
の
歴
史
、
大
規
模
木
造
建
築
物
の
実
現
可
能

性
、
中
高
層
木
造
建
築
物
の
強
度
性
能
や
火
災
対

策
、
そ
し
て
、
新
た
に
開
発
さ
れ
て
い
る
C
L
T

（
ク
ロ
ス
･
ラ
ミ
ネ
イ
テ
ィ
ド
･
テ
ィ
ン
バ
ー
）

の
利
用
な
ど
に
つ
い
て
解
説
し
ま
す
。

講
座
⑥
　
木
材
流
通
の
仕
組
み

﹇
淡
中
克
己
﹈

物
林（
株
）

経
営
企
画
部
長

▼
木
材
及
び
木
製
品
の
流
通
の
仕
組
み
に
つ
い
て

易
し
く
解
説
し
ま
す
。
海
外
か
ら
の
木
材
の
輸
入

と
販
売
の
仕
組
み
、
特
に
国
産
材
の
流
通
の
仕
組

み
、
ま
た
、
木
材
生
産
業
者
、
木
材
輸
送
業
者
や

ビ
ル
ダ
ー
（
住
宅
メ
ー
カ
ー
）
の
関
係
な
ど
に
つ

い
て
、木
材
販
売
業
者
の
視
点
か
ら
解
説
し
ま
す
。

講
座
⑦
　
木
材
と
放
射
線
に
関
す
る
基
礎
知
識

﹇
平
川
　
泰
彦
﹈

木
材
・
合
板
博
物
館
副
館
長
・
森
林
総
合
研
究
所
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1. 日　　　程：平成24年10月15日（月）～19日（金）。

2. 講 習 会 場：新木場タワー１F大ホール（〒136-8405東京都江東区新木場1丁目7番22号）

3. 申 込 期 限：平成24年9月28日（金）。

4. 申 込 方 法：木材・合板博物館内ウッドマスター講習会事務局宛。申込は原則として法人単位。

5. 講習会費用：一人10万円（テキスト代、5日間の昼食代、観察用ルーペやバス代などの実習費用、交流会費及び資格認

定試験手数料等を含む）。当博物館の賛助会員の場合は一人9万円

6. 支 払 方 法：銀行振込。

7. 募 集 人 数：60名（定員になり次第締め切ります）

8. 資格認定試験：最終日に筆記試験を実施し、資格認定試験の合格者にはウッドマスター（基礎）認定証を授与します。

第
1
回

ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー（
基
礎
）講
習
会

開
催
の
ご
案
内

木
材
木
材
・
合
板
博
物
館

合
板
博
物
館
か
ら
の
ご
案
内
案
内
 

木
材
・
合
板
博
物
館
か
ら
の
ご
案
内

記

ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
講
習
会
の

内
容
と
講
師

第
４
回

『
木
と
合
板
』写
真
コ
ン
テ
ス
ト

作
品
募
集
の
お
知
ら
せ

〈特別審査員〉 吉田繁氏（プロ巨樹カメラマン）

1958年、東京生まれ。日本大学経済学部卒。広告・PR誌・雑誌など
のプロカメラマンとして活躍するかたわら、1990年頃から巨樹を
中心に自然の写真を撮り続けている。
社団法人 日本写真家協会（JPS）会員。協同組合 日本写真家ユニオ
ン（JPU）会員。

■お問い合わせ・応募先
特定非営利活動法人木材･合板博物館
〒136-8405 東京都江東区新木場1-7-22 新木場タワー4階
［TEL］03-3521-6600 ［FAX］03-3521-6602
E-mail：info@woodmuseum.jp HP：http://www.woodmuseum.jp
開館時間：10:00～17:00 （最終入館時間16:30）☆入館無料
休館日：月・火曜日、祝日、年末年始

作
品
募
集
要
項

フ
ェ
ロ
ー

▼
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ

る
、
森
林
の
放
射
能
汚
染
の
実
態
、
木
材
の
汚
染

の
実
態
、
森
林
除
染
な
ど
に
つ
い
て
易
し
く
解
説

し
ま
す
。

実
技
・
実
習
A

木
材
に
よ
る
樹
種
識
別
実
習

﹇
杉
山
淳
司
﹈

京
都
大
学
生
存
圏
研
究
所
教
授

﹇
平
川
泰
彦
、
岡
野
　
健
﹈

▼
ま
ず
、
針
葉
樹
材
と
広
葉
樹
材
の
見
分
け
方
を

ル
ー
ペ
を
用
い
て
実
習
し
ま
す
。
次
に
、
針
葉
樹

材
で
は
、
主
用
構
造
材
の
マ
ツ
科
と
マ
ツ
科
以
外

の
見
分
け
方
を
学
び
ま
す
。
広
葉
樹
材
に
つ
い
て

は
、
環
孔
材
と
散
孔
材
の
識
別
を
行
い
ま
す
。

実
技
・
実
習
B

林
業
現
場
実
習

▼
三
井
物
産
亀
山
社
有
林
（
千
葉
県
君
津
市
）
に

お
い
て
針
葉
樹
の
造
林
地
や
広
葉
樹
林
の
林
層
見

学
、
ヒ
ノ
キ
の
間
伐
体
験
（
伐
採
、
生
材
丸
太
の

玉
切
り
と
寸
法
な
ど
の
実
測
、
丸
太
の
重
さ
の
実

感
体
験
）、
円
盤
を
採
取
し
て
の
木
材
観
察
（
辺

心
材
の
違
い
、
水
分
の
状
態
チ
ェ
ッ
ク
、
剥
皮
）

な
ど
を
行
い
ま
す
。

実
技
・
実
習
C

工
場
見
学
実
習

▼
合
板
・
L
V
L
工
場
（
キ
ー
テ
ッ
ク：

木
更
津

市
）
や
プ
レ
カ
ッ
ト
工
場
等
、
大
型
の
木
構
造
建

築
物
及
び
東
京
埠
頭
の
木
材
集
積
場
を
見
学
し
、

現
場
で
説
明
を
受
け
ま
す
。

資
格
認
定
試
験
　
ウ
ッ
ド
マ
ス
タ
ー
（
基
礎
）
資

格
認
定
試
験

▼
講
義
や
実
習
の
内
容
に
つ
い
て
、
理
解
度
を
確

認
致
し
ま
す
。
試
験
結
果
は
、
後
日
通
知
し
ま
す
。

応募用紙ダウンロードサイト http://www.woodmuseum.jp/photo-con

詳しい日程、講師プロフィール等は、木材・合板博物館のＨＰでご覧いただけます。 http://www.woodmuseum.jp/woodmaster
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◎特集―サクラ
多摩森林科学園　吉丸博志園長に聞く

花を愛でる文化が育んだ歴史遺産

遺伝子情報を利用した
サクラ栽培品種の実態解明

◎平成23年に開催したイベント・木工教室

◎新木場漫歩

自ら顧客体験者となって伝える
ウエスタンレッドシダーの魅力
高広木材株式会社　専務取締役　渡辺幹夫氏

◎博物館からのご案内

第1回ウッドマスター講習会開催のご案内
第4回「木と合板」写真コンテスト作品募集のお知らせ

◎4万人目のお客様をお迎えしました

木材・合板博物館は2007年10月の開館から5年目の
この春、40,000人目のお客様をお迎えしました。
この記念すべきお客様は、一般財団法人建材試験セン

ター中央試験所理事の尾澤潤一様です。花束と記念品を
贈呈し、記念撮影を行いました。
総来館者数40,000名を突破し、今後も多くのお客様

を迎えられるよう、さらに活動を続けていきたいと思い
ます。一般財団法人建材試験センター中央試験所の皆様、
ご来館ありがとうございました!!

来館の折は
お気軽に
お声をおかけください。

新しいスタッフをご紹介します

［スタッフ］新谷
にいや

百々香
も も か

博物館もまもなく5年目を迎えますの
で、もっと多くの人に来館していた
だけるようにアピールしていきたい
です。

［副館長］平川
ひらかわ

泰彦
やすひこ

中国での長期滞在や国立の研究所
での研究経験を生かして木材の良さ
をアピールしていきたいと思います。

◎特集―サクラ
多摩森林科学園　吉丸博志園長に聞く

花を愛でる文化が育んだ歴史遺産

遺伝子情報を利用した
サクラ栽培品種の実態解明

◎平成23年に開催したイベント・木工教室

◎新木場漫歩

自ら顧客体験者となって伝える
ウエスタンレッドシダーの魅力
高広木材株式会社　専務取締役　渡辺幹夫氏

◎博物館からのご案内

第1回ウッドマスター講習会開催のご案内
第4回「木と合板」写真コンテスト作品募集のお知らせ

◎4万人目のお客様をお迎えしました

2012年4月6日（金）




